
　　　　　　　　　　　　　

学びのデザインシート（授業前）

主体的・対話的で深い学びを実現する授業構想【社会】

１．対象 　６年生

歴史の学習に対して子どもたちはあまり前向きではない。単元を貫く学習課題や歴史上の人物になりきって考

えを深めるパフォーマンス課題を設定することで、歴史的事象と子どもたちの距離を縮め、自分ごととして考える

ことで、歴史的な内容の学習に興味を持てるようにしたいと考えた。そのような積み重ねから、小単元の学習を重

ねるごとに、子どもたちの歴史的事象に対する興味・関心の高まりが見られ、自分ごととして考え、主体的に学ぶ

姿が見られるようになってきた。

江戸時代までの歴史の学習は、主に日本の歴史を創ってきた統治者たちの目線で学習を進めてきており、

様々な資料の読み取りを行ってきたが、複数の資料を比較したり関連付けたりすることに課題が見られる。そこ

で、江戸時代の学習は、複数の資料を比較したり関連付けたりしながら、統治者である江戸幕府の政策だけでは

なく、様々な立場にある被治者の思いや影響についても気付くことができるようにする。歴史的事象を多角的に

捉えていくことで、今以上に子どもたちが歴史的事象に対して興味をもち、自分ごととして考え、主体的に学ぶこ

とができるようにしていきたい。

２．単元名

「260年以上続いた江戸幕府の光と影～家光の政策と人々の暮らし～」　（全11時間）

（「幕府の政治と人々の暮らし」「新しい文化と学問」）

３．単元で育成を目指す資質・能力

知識及び技能
武士による政治が安定したことや町人の文化が栄え、新しい学問がおこったことについて

理解するとともに、統計などの各種資料を通して、情報を適切に調べまとめることができる。

思考力，判断力，

表現力等

江戸幕府の政治や町人の文化、新しい学問の特色、出来事や人物の関連や意味を多角

的に考えたり、その時代の社会に見られる課題を把握して、歴史を学ぶ意味を考え、説明し

たり、それらを基に議論したりすることができる。

学びに向かう力，

人間性等

江戸幕府の政治や町人の文化、新しい学問について、主体的に学習の問題を解決した

り、よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとしたりするとともに、多角的な

思考や理解を通して、日本の歴史や伝統を大切にしていこうとする。

４．本時の目標

苦しいはずの百姓たちの生活に楽しむゆとりが生まれた理由を、資料を比較・関連付けながら考えること

を通して、その理由を百姓の立場から自分の言葉で表現することができる。　　【思考力,判断力，表現力等】

５．授業展開【　本時　・　単元　】　

解決したい課題や問い

学習課題：本当に百姓たちは、苦しい生活をしていたのだろうか？

学習問題：苦しいはずの百姓たちの生活に、楽しむゆとりがあったのはどうしてだろう？



　　　　　　　　　　　　　

考えるための材料

「農具の発達」「新田の開発」「戦や一揆の歴史」のグラフや年表等の資料

想定される活動

農具の発達

新田の

開発
戦や一揆の歴史

（青葉出版「社会科資料集６年」p79）

（青葉出版「社会科資料集６年」p79）

・ 農具を改良し、発達させてきたことで、早く楽に農作業ができるよう

になったから。

・ 田畑の面積を増加させてきたことで、収穫できる米の量が増えて、経

済的な余裕ができたから。

・ 戦がなくなって、平和な世の中

になったから、よりよい生活を目

指すことができたから。

・ 平和な世の中になったことで、

生活の身近に娯楽が増えたか

ら。

対話と思考（対話を通した協働的な問題解決のプロセス）

対話の方法（グループ形態、時間設定、留意事項など）

1 ３人班（Ａ・Ｂ・Ｃ）での班別対話を行う。（５分）

2 Ａ・Ｂ・Ｃのグループ対話を行い、各班で出た考えを交流する。（３分）

3 ①・②の対話をもとに、最終的な自分の考えをまとめる。（５分）

対話や思考のプロセス

・ 百姓の生活にゆとりや余裕が生まれたのは、戦がない平和な世の中になったからじゃないかな？だから

百姓は、農具を工夫したり、新田開発をしたりして、よりよい生活を目指すようになったんだと思うよ。

・ 江戸幕府の支配や統制は、悪いことばかりではなかったのかもしれないよ。江戸幕府が社会を安定させ

たおかげで、百姓も生活を楽しむゆとりが生まれたんじゃないかな。

学習の成果（予想される生徒のあらわれ）　

百姓の立場になって考え、百姓たちの生活に、楽しむゆとりが生まれた理由を考え、自分の言葉で書くこ

とができる。

「農具を発達させたり新田を開発したりできたことで、生活を楽しむゆとりが生まれたから嬉しい。けれど、

それは幕府の政策のおかげで平和な世の中になったからだ。幕府に生活を制限されたり、支配されたりす

るのは嫌だけれど、よい面もあったんだな。」


